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議会モニターとの意見交換会（令和８年３月 23日）会議録 

（公開用） 

出席者 

 議会モニター ８名 

 

 養父市議会 

役職等 氏 名 役職等 氏 名 

議会運営委員会委員長 西垣  司 議会運営委員会副委員長 藤原 芳巳 

議 長 谷垣  満 副議長 深澤  巧 

議 員 西垣 勲一 議 員 川瀬  稔 

議 員 田路 之雄 議 員 北山  愛 

議 員 前田  稔 議 員 淨慶 耕造 

議 員 高橋 展子 議 員 西田 雄一 

議 員 津﨑 和男 議 員 塚本 正彦 

議 員 石本  毅 議 員 井戸 弘美 

 

日 程 

１ 開会（10：00～） 

【議会運営委員長 西垣  司】 皆さん、おはようございます。 

本日は大変お忙しい中、議会モニターと議会との懇談会ということでお集まりいただき

ました。今日はこのような天気ですけども、春になりましたら、こういった雨が降りますと 

野山の芽立ちもよく、これからしっかりと桜の花も満開になるんではなかろうかというふ

うに思います。皆さんも季節の変わり目につきましては体に十分注意していただきまして、

春を迎えていただきたいと思います。 

今日は議会モニターさんと養父市議会の意見交換を御案内させていただきましたところ、

議会モニター17 名の方の中から８名のご出席をいただいております。多くのモニターの皆

様にご出席をいただけるということで、大変感謝を申し上げます。 

今回は、昨年に続きまして、議場での意見交換を企画いたしました。議会モニターの皆さ

んにも、実際に議場へ着席いただくことで、議会のことを少しでも御理解いただけるという

機会になればと考えております。 

最初に当たりまして、本日の会議録作成および記録のための録音と写真撮影について御

了解をいただきたいと思います。 
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また、本日は養父市ふれあいネットのビデオだよりに送るためにビデオの撮影を行いま

すので、御理解をいただきたいと思います。ケーブルテレビや広報紙、ホームページなどで

本日の画像や映像を活用させていただきたいと思いますので、御了承をお願いいたします。

もし画像や映像の使用が不可ということがございましたら、事務局までその旨をお申し出

ください。 

それではお手元に配付をしております次第に沿って進めさせていただきます。 

意見交換の終了時間は 12時を予定いたしておりますので、進行には御協力をお願い申し

上げます。 

では最初に当たりまして、谷垣議長より御挨拶を申し上げます。 

 

２ 議長挨拶  

【議長 谷垣  満】 皆さん、おはようございます。本日、御参集を賜りました議会モニ

ターの皆様に厚く御礼を申し上げます。 

また、年度中には合同研修会への御参加や、本会議、委員会の傍聴、またケーブルテレビ

等での視聴を通じまして、多様な御意見、御指摘を賜りましたことにも感謝を申し上げます。 

養父市議会におきまして、この議会モニター制度は議会基本条例制定から長く続く制度

で、モニターの皆様には、市民と議会を繋ぐ大切な役割を担っていただいております。 

近年は、この意見交換会へ御参加をいただく皆様の人数も増えておりまして、議会として

も大変重要な機会と捉えております。よりよい議会の実現に向けて、御意見を積極的に反映

させてまいりたいと考えております。 

大変短い時間ではございますが、闊達な意見交換の機会となりますよう、よろしくお願いを

申し上げまして御挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 自己紹介 【出席者全員】 

 

４ 協議事項 

テーマ① 今期議会の取組について 

【議会運営委員長 西垣  司】 それでは、意見交換会に入らせていただきます。 

今回は皆様のお手元に配付いたしておりますように、３つのテーマで行いたいというふ

うに考えております。 

まず一つ目は、今期議会の取組について。２番目に、この議会におきましての一般質問に

ついて。３番目に、議会だより第 92 号について。この３つのテーマで意見交換を進めてま

いりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

皆様から御意見をいただきたいところですが、全てのテーマについて全ての方から発言

をいただくのは、時間の都合上難しいと考えております。 

そこで御協力をお願いしたいと思います。テーマごとに、まずはモニターの方に発言をい
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ただきまして、その後に議員から発言する形で意見交換を進めてまいります。何人かの御意

見をお聞きしたところで、次のテーマに進んでいきたいと思いますので、進行に御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

テーマを３つに区切っておりますので、時間を見ながら進行していきたいと思います。 

議会モニターの皆様は、いずれかのテーマで必ず１回は御発言をいただきたいと考えて

おりますので、御協力をお願いいたします。時間の都合もございますが、１回の発言時間は

大体３分程度というふうに一つの目処として御協力をお願いしたいと思います。 

まず一つ目のテーマ、今議会の取組について、議会モニターの方から御意見をいただきた

いと思います。 

別紙に「 今期の養父市議会の取組」を添付いたしておりますので、参考にしていただけれ

ばよろしいかと思います。 

皆様のお手元に配付いたしております、今期の養父市議会の取組として一つご紹介をさ

せていただきたいと思います。皆さんと一緒にまちづくりを考え、市の政策に生かすために

意見交換会や研修会などを行っておりますので、その内容について触れさせていただきま

す。 

議会報告会といたしましては、毎年３月定例会と９月定例会の後に、市内の各地域、これ

は自治協議会ごとでございますけども、議員が出向いてまいりまして、定例会の報告や地域

の課題についての意見交換会を行っております。 

次に議会モニター制度につきまして御説明いたします。定例会や議会の活動に対しての

意見を求めております。また、モニターは、各種団体の推薦または一般公募により、年度ご

とに募集をしております。そしてその活動をお願いしているというところでございます。 

次に、市民合同研修会といたしましては、議員の活動を知ってもらうというためにも、議

会の仕組みやまちづくりを皆さんと一緒に学び、またそういった機会を作っております。 

本年度においては８月１日に、ＹＢファブにおきまして、 議会基本条例とこれからの地

方議会」と題しまして、講師に元全国都道府県議会議長会事務局次長でいらっしゃいました

内田一夫氏を招きまして、市民と議会合同の研修会を開催いたしております。 

次に、高校生との意見交換およびオンライン懇談会ということで、学生、若い世代や子育

て世代などを対象とした意見交換会の機会を持っております。オンラインなど、議会報告会

の会場に出向くことが難しい方にも参加しやすい方法や、時間で行っております。本年度は

１月 30 日に、子育て世代の皆さんとオンライン懇談会を開きまして、参加いただきました

19 名の皆さんと子育てや教育の課題について意見交換を行いました。 

これが今期の養父市議会の取組ということでご紹介をいたします。 

それでは議会モニターの皆様からの御発言をお願いしたいと思います。 

モニターの皆様、このテーマ①につきましての御発言がございましたら、挙手して御発言

をいただきたいと思います。 

【議会モニターＡ】 発言させていただきます。私、ちょっと興味を持ったのは高校生との
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意見交換会っていうやつなんですが、議会だよりの第 91 号にね、高校生との意見交換会を

しましたよっていうのが出てますね。これ見れば大体概要はわかるんですけどね。私の思い

としてはね、こういう交換会やりました、意見聴取しましたといってもやっぱり限度がある。

テーマを決めて、例えば八鹿高校とは、若者に選ばれるまちになるには、ということで話を

したということなんだけど、高校生が何を考えてるか、いろんな範囲を広げればいろいろあ

りますからね。高校の側としては高校の側で、地域に対する問題、地域に対する興味こんな

ん持ってますよという発表会みたいなことをやってるわけです。 

すいません、追加で一つお渡ししたいんですけど、もう終わりましたけど、 八校学びの

祭典」というので２月７日に一日かけていろいろやりました。それに私は出たんですけども、

そのときに面白いなと思ったのは、高校生の側から市民の方と、お年寄りって書いてありま

すけれども、お年寄り、高校生、人生ゲーム交流会というのをやりませんかと言って仕掛け

た、場を持ったというようなチラシがありましたんで、谷垣議長のほうには写しを提供して

おきました。ぜひ見ていただけたらありがたいと思います。参加条件として、60 歳以上の

地域にお住まいの方、昔を振り返りたい方、ショッピングタウン「 ペアで高校生とお話しま

せんか。高校生と一緒に、オリジナル人生ゲームを作って遊びます。人生ゲームを作りなが

ら、高校生に人生の体験談や思い出を聞かせてもらえませんか。こういうような提案ですね。

非常に面白いと思うんだけど、結果からは、参加者１人もなかったそうです。ほんで高校の

先生の知り合いとかね、ちょっと呼んで来ていただいて、それでも４、５名集まったように

言ってましたね。ほんで会は無事終了したというようなことをこの学びの会で紹介をして

ました。 

高校生の側からこういうのを声をかけるというのは非常に貴重なんでね。来年度以降、年

度が替わると先生方も異動なんかありますんで、体制は変わりそうですけど、ぜひ続けてや

ってもらったらいいんじゃないかということを個人的には申し上げました。以上、御紹介で

す。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ただいま議会モニターＡさんからこのような御意見が

ございました。これにつきまして議員から何かお答えするというようなことはございませ

んか。 

【議会運営副委員長 藤原 芳巳】 議会モニターＡさん、ありがとうございます。この高

校生との話し合いの意見交換のテーマとしましては、議会の方でたたき台は作りますけれ

ども、それぞれの高校に御意見をお伺いをするということをステップとしては必ず入れる

ようにしています。だから今回も、八鹿高校からは少し提案もいただきながら意見交換をし

ていたという経緯があります。 

【議長 谷垣  満】 ありがとうございます。高校生との意見交換会は令和７年で４回目

になりまして、令和元年から続けておる取組でありまして、議会とのなかなか接点が少ない

ところにも声をかけていこうというという取組をやってみようということで始めまして、

ちょっと隔年ごとにはなっておりますけれども、参加した高校生の皆さんからは大変好評
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で、毎回声をかけていただいたり積極的に御協力をいただいておるというところでありま

す。 

この令和７年につきましては、これまでの意見交換だけではなくて、ワークショップの形

式を取り入れてみようということで、前回の広報紙には出ておるんですけども、付箋に貼っ

て、お互いに同じ立場で膝を突き合わせてやるほうがいいんじゃないかとやってみました

ら、これが非常によくてですね、普段出ないような意見もたくさん出てきましたし、やっぱ

りこの世代とか、そのやり方に合わせて、議会も報告会なり意見交換をするというのが重要

だなということは、深く認識したところでありますし、また、議会モニターＡさん、いつも

御意見とか御提案いただいておりまして大変ありがたく思っております。 

また、今回の年配の方と高校生との人生ゲームをしながら昔を振り返るというような視

点も、やっぱり高校生ならではというところもありますので、議会のほうも参考にさせてい

ただきながら、そういう視点を我々も持っていきたいなと思っておりますので、御提案とし

てしっかり受け止めさせていただきたいと思います。 

【議会運営委員長 西垣  司】 テーマ①につきまして、モニターの皆様から他に御意見

が 

ございましたら、御発言をお願いします。 

【議会モニターＢ】 私ども一般社団法人南但青年会議所といたしましては、昨年、こども

食堂、ちょっとこども食堂のイメージといたしましては、貧困層の方が行くイメージがすご

い多いっていうところで、南但青年会議所といたしまして、最近は地元でのおじいちゃん、

おばあちゃん、御高齢の方との関わりっていうのがすごい少なくなってきた時代でありま

すっていうところで、こども食堂を企画させていただきまして、養父の地域局で行わせてい

ただきました。そちらのほうでですね、但馬農業高等学校さんともコラボさせていただきま

して、500 名ほどの方に来ていただきました。 

私ども、本年度の取組といたしましては、ベビーファースト宣言と言いまして、ベビーフ

ァースト、こどもを第一番に考えるというテーマで、本年度 12 月 31 日までは活動させて

いただこうかなと思っております。ただ、やはり南但青年会議所といたしましては、市議の

方々にもちょっと後押しをいただきまして、何か一緒に前向きにしていけないかなってい

うところをちょっと質問させていただきたいです。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ありがとうございます。これにつきまして、議員のほう

から何か御意見ございませんか。 

【議員 淨慶 耕造】 議会モニターＢさん、どうもありがとうございます。南但青年会議

所の皆さんがね、本当に、一つはやっぱり民主主義の発揚といいますかね、いろいろこの選

挙に当たって公開討論会なんかを企画してもらったりですね。それからこうやって日頃、皆

さん方はいろいろ企業の経営者であるわけですけども、その中から地域貢献ということで、

いろんなこういう今回のこども食堂の企画なんかやっていただいていることは非常にあり

がたいというふうに思っています。ですから、そういう南但青年会議所の活動そのものが、
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市民、地域社会の中でしっかり理解されていくというようなことを通じてね、いろんな御活

躍いただける場は本当にあるし、やっぱりそういう民間の活動に依拠しなかったら、行政ば

っかりでやれるわけじゃないわけですから、そういう意味でも、今後ともですね、我々も南

但青年会議所さんがこういうことを考えて、こういうことをやられているということは、い

ろんな方にお伝えをしたいと思いますし、その中で、いろんな形でコラボしてですね、また

御活躍いただければ本当に嬉しいと思っております。よろしくお願いします。 

【議会運営委員長 西垣  司】 他に皆さん何か御意見ございませんか。 

【議会モニターＣ】 先日行われました、オンライン懇談会の件についてなんですけれども、

そのことからそんなに日にちが経たず、一般質問の中で井戸議員さんが取り上げていらっ

しゃったと思うんですけど、何か思いといいますか、取り上げられたきっかけといいますか、

ありますでしょうか。 

【議員 井戸 弘美】 ありがとうございます。今回、私だけが実はそのオンライン懇談会

の中で同じ保護者の方、子育て世代の方とも同様で、私だけがオンラインで参加させていた

だいた状態でして、その中で見たときに、やっぱり危機感を感じられてる方と、そうでない、

ただ単に言われて参加されてる方っていうのの違いがやっぱり見えてるのがすごくあった

んですけれども。ただ、その個人的にちょっと塾を経営しているのもありまして、いろんな

話を聞く中で、これは大事、これは違うなっていうところを選別した中で、やっぱり訴えて

いきたいものっていうのを先に出したいっていうことで、今回は一般質問で提出させてい

ただいたっていう感じの経緯になります。 

【議会モニターＣ】 ありがとうございます。なぜこういうことを質問させていただいたか

というと、私なりに考えたのが、緊急性ということと、あと重要性っていうことの２つがあ

ったのかなと思いました。今お話をお聞きしますと、両方あったのかなというふうに感じて

います。なぜこの議題の中で、コーナーの中でそういった質問をさせてもらったかといいま

すと、ただ単に参加されてたっていうところの方はちょっとわからないんですけども、重要

性を持って参加された方については、そういった一般質問で、後で長年経ってからというこ

とではなく、すぐにそういった質問に出していただいたっていうことは、すごく、どういう

んでしょうか、考えていたこと、もしくはこういうふうにならないかっていうような要望が、

どういうんでしょうかね、通じたんだ、取り上げてもらえたんだっていうところが、目に見

える形で実現、体現されてるんではないかなというふうに感じたので取り上げさせてもら

ってます。 

ですので、こういった動きが他のこういった議会報告会とかモニター、もしくは高校生の

もしかりですし、また２回、３回、４回と続いていくだろうオンライン懇談会にもそういっ

た流れが続いていけば、参加されてる方もすごくモチベーション上がっていくんではない

かな、重要だと感じていただけるんではないかなと感じました。 

【副議長 深澤  巧】 ちょうど１年前に議会改革推進特別委員会を立ち上げさせてい

ただきまして、もう既に 11 回ぐらい、委員会を 10 回、11 回開いて、その間に今までの、
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例えばちょうど議会基本条例で年１回以上、議会報告会を開くという規定をしておるんで

すが、そこの検討の中で、ずっとやってきた蓄積はあるんですけど、やはり参加できない方

とか、あるいはそういう条件、いろいろテーマとかも絞ってやってみたらどうだという意見、

それから広報なんかに関しても、今でいうＳＮＳとかそういうものも利用しながらやろう

じゃないかということで、まず一遍試行的にやってみようということで、委員会の中でプロ

ジェクトチームを作りまして、井戸さんも入られてましたですけど、企画をしたものであり

ます。やってみて、思いのとおり、やはりテーマを絞ったり時間をそういう８時からしたん

ですけど、そういうやり方について一定の手応えもありましたし、逆にそのような参加され

た方に、私今度今回感じたのは、子育てをテーマにしたんですけど、なかなか議会でもいろ

んな委員会とか各委員さん、議員さんが頑張って実現しているようなことがですね、ほとん

ど伝わってないというようなことを逆に感じましてね。いろいろ取り組んで、今度井戸さん

が就学援助の問題とか、それから不登校の問題も取り上げましたけど、そういったことをし

っかりやってるというようなことを逆にもっと発信していくことで、住民の皆さんと議会

の距離がぐっと縮まるんじゃないかということを非常に感じましたんで、改めてまたテー

マを絞ったり、ああいうやり方を含めてですね、１回目の、今まとめを反省しておりますの

で、それに立って発展的にできるようにしたら、議会基本条例にそういうことをしっかり位

置づけて、市民の皆さんにやりますよとそういうお約束をしていきたいなと思いますし、そ

ういった折には、今、南但青年会議所の発言もありましたが、昔は議会ともいろいろ報酬の

問題とか基本条例の問題で意見交換やったりしたことがありましたんで、そういう輪をち

ょっとね、広げる今回きっかけになったんではないかということで、またよろしくお願いし

たいと思います。 

【議会モニターＡ】 今、井戸議員の先日のオンライン懇談会についてという話が出たんで、

２番、項目の一般質問についてのところで聞こうかなと思って用意してたんですけど、今話

題に出ましたんでちょっと申し上げさせていただきます。 

井戸議員の質問ですね、項目３の①なんですけど、 先日の子育て世代とのオンライン懇

談会で」って書いてあるんだけど、私ぱっと見てね、そのオンライン懇談会をいつやられた

のか、誰がやったのか、全然情報がないんでね、わからなかったですよ。ほんで教育委員会

事務局にこれ何のことって言って、オンライン懇談会あったそうだな、ちょっと内容を紹介

してくれって言ったら、 それは議会のほうでなさったようですよ」と、そっちに聞いてく

れって言われて、そっから先はまだ聞けてないんですけどね、まあそういうことなんです。 

それからあと、項目の②、ククナって書いてありますね。これも私、不勉強で、ククナっ

て初めて聞いた言葉、何のことか全然わからへん。これは教育委員会のほうで教えてくれて

ですね、ククナっていうのは正式名称ではありませんと。養父市教育支援センターというの

があって、それを皆がククナって言ってると。学校行けない子の第三の居場所として、３年

前ぐらいって言ったかな。設立されて、運用が始まってるっていうんで、そんときの設立の

趣旨とかね、当然やり取りあったんだろうし、ちょっと紹介してくれるようなもん見せてく
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れと１回頼んだとこなんですけど、わかりましたという返事ではないですね。そんなもんあ

るかな、ちょっと見てみるけど、ひょっとしたら公文書開示請求お願いするかもしれへんと

いうような言い方で一応終わりましたけど。そういうことでね、この一般質問の内容を見て

も、ちょっと第三者にわからないところがあるんで、そういうのは議員さんが用意された原

稿の下に※印でもつけて、アスタリスクで、イエナとは何のことですよとか、先日やったオ

ンライン懇談会というのはこういうことでというようなことをね、ちょっと説明をつける

というようなことはできませんかといって、議会事務局に既に言いました。それやりますと

かね、それはできないとか言わないんですけど、今日の場で１回言ってみてくれと。できる

んだったらできるだろうし、そこまで面倒見きれへんということであれば、できないという

ようなことになるだろうというようなことをちょろっと聞かせていただきました。 

【議員 井戸 弘美】 私自身のところでいうと、次回から例えば名称なり、いつオンライ

ン懇談会があったっていうのはですね、伝えさせていただきたいと、文中でね、文中でお知

らせさせていっていただきたいというのも思いますし、今回ですね、珍しく議員の中では多

分初めてだとは思うんですけど、宣伝のようなやつをですね、今回このオンライン懇談会が

ありますよっていうお知らせをですね、ＣＭ撮影みたいなのをですね、実は議員で撮ってま

して、それをですね、できるだけ頻繁に流していただくというか。ちょっとそこでもやっぱ

り周知されないところはやっぱりあるんだなっていう、今日ちょっとわかったので、また違

う形で皆さんにお知らせすることができないかっていうのも議論させていただきながら、

今後続けていきたいなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

【議会運営委員長 西垣  司】 一般質問につきましては、一応各議員から一般質問の事

前通告書が出ましてから、議会運営委員会のほうで、例えば同じような質問が被ってないか

とか、その質問の内容をある程度精査しまして、それで最終的な通告を、一般質問を行うと

いうことになっております。そういった形で、ただいま議会モニターＡさんのほうから御意

見が出ました。用語の説明ですね。そういった部分も含めて、今後議会運営委員会のほうで

検討をさせていただきたいというふうに考えておりますので御理解をいただきたいと思い

ます。 

【議員 西垣 勲一】 議会広報特別委員会の委員長をさせていただいておりますので、少

し返答させていただきたいと思います。今、絶賛編集中の 93 号におきまして、議会改革推

進特別委員会活動報告ということで、オンライン懇談会の開催ということで、詳細の記事を

今作っております。４月 15 日の市の広報紙と同時のタイミングで発行予定で作っておりま

すので、井戸議員が一般質問ですぐに取り上げていただいたという、即効性のある一般質問

であったとは個人的には思いますが、オンライン懇談会については、次回の議会だよりのほ

うで掲載予定になっております。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ということで、議会広報のほうもそういった方向で進め

ているということで御理解をいただきたいと思います。 

【議会モニターＤ】 議会報告会のホームページに上がっている報告書みたいなのをちょ
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っと見させてもらったんですけど、参加者の女性がすごい少ないなというふうに思い、ちょ

っと気になりまして、逆に言うと体操教室、地区の体操教室であるとか、あとスマホ相談員

をしてるんですけど、スマホ相談会とかは女性がすごく多いんですね、逆に言うと。議会報

告会は私、何回か参加させてもらったんですけど、夜の開催が多かったように思ったんです

けれども、夜だと逆に女性が出にくいかなっていうのもあったりするのかなと思ったんで

すけど、今までの開催日時とか曜日とか、そういうのを何か今までされてこれた、されてき

たのがどうなんだとか、男女比とか年齢層の参加とか、同じ人ばっかりの意見になってしま

うので、もっと幅広いいろんな参加者の方、先ほども話題に出てましたけども、オンライン

懇談会みたいにいろんな層から意見をもらった方がいいのかなというふうに思うんですけ

ど、その辺どうお考えなのかちょっとお聞きしたいです。 

【議会運営委員長 西垣  司】 議会報告会におきましても、とりあえず議員を班分けし

まして、４班あるわけですけど、その中で班長会議、また、それ以前に議会運営委員会のほ

うでいろいろ検討いたしました。先ほどおっしゃった中でもやはり時間を昼間にするとか、

土日が出やすいとか、また、自治協議会じゃなしに各集落にまた変えるとか、そういった意

見が出たわけですけど、過去にもそういったことをやったというような過去の例を踏まえ

て、また過去での経験の中で、やはり問題点があるとか、ここはちょっと壁だねというよう

なことがあったりしまして、現実的に今回問題になりましたのは、この定例会が終わって４

月の 20 日から５月の連休前後ぐらいまでに議会報告会をやろうという日程を、各班で設定

してるわけなんですけど、そういった中でやはりこの地域によっては４月の 20日から５月

の連休前後となると大変農繁期になると、昼間はまず駄目だよね、ということはやはり夜に

なってしまうねというようなことがあったりしまして、結局、今回は試験的にちょっと一部

の班で若干ずらしてるとこはあるんですけども、ベース的には従来と同じということにな

っております。ですから、議会運営委員会の中では、そういったことは議会報告会があるご

とに再度見直しはしてるんですけど、少しずつはやはり変えていかなあかんと。例えば若い

人が出やすいとかいうようなこともございますし、そういったことは検討しているという

ことで御理解をいただきたいと思います。 

 

テーマ② 一般質問について 

【議会運営委員長 西垣  司】 では、次の２番目のテーマに行きたいと思います。 

それでは、次に二つ目のテーマ、一般質問についてですけど、先ほども少し一般質問につ

いての御意見等も出ましたけども、議会モニターの方からの御意見をこの一般質問でいた

だきたいと思います。 

この３月定例会につきましては、12 人の議員が一般質問に臨んでおります。この 25項目

について取り上げました。皆さんのお手元にございます一般質問の一覧表と一般質問の内

容というのが入っておりますので、こういった中でも質問がございましたら挙手して質問

をお願いしたいと思います。 
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【議会モニターＥ】 津﨑議員のときにも出てたと思うんですけど、このアンコンシャス 

バイアスっていうのも最近使われだした言葉なんですけど、やっぱり議員さんなんかもア

ンコンシャス バイアスということを、その○○○○が返事をしたなんてことなんですけど、

やっぱりそこらが議員さんもそれから市民もやっぱりわかるような、やっぱり返事をして

もらえなかったら、テレビ見とって、アンコンシャス バイアスって何のことやっていうよ

うなことやったら、実際、当局がいいこと言って伝えられとっても、やっぱり議員さんとか、

もうやっぱり市民に説明せなあかんやろうし、市民かって直接、録画放送見ても意味がわか

らなかったら、やっぱりギャップがあるから。当局がいい質問しとっても理解できないんだ

から、そこら辺とこはどういうふうに解釈したらいいんですかね。 

【議会運営副委員長 藤原 芳巳】 アンコンシャス バイアスに限らず、横文字をですね、

あまりこういう時代がさせる業ではあるんですけれども、横文字が非常に多いという意見

はいろいろお聞きをしたりしております。 

議会運営委員会のほうでも、できるだけその横文字を使う場合には、日本語で、少しわか

りやすい日本語を加えるであるとか、そういった努力っていうのはしていこうねという、そ

ういう方向性は持っています。 

ただ、そうではありながら、いくつかやっぱり横文字だけで少しわかりにくい、先ほどの

ククナのことも同じなんですけども、それは何であるのかということがわかるような発言

を心掛けるということは、一応共通認識としては持っているつもりでございます。言われる

とおりで、横文字を使い放題っていうことはあかんと思います。ありがとうございます。 

【議会モニターＡ】 議会モニター各位、養父市議会として、一般質問についてっていって

ね、郵送でいつもいただいて、こういうカバーレターがあるんですね。それでケーブルテレ

ビではどこになっているとか、インターネットではこうなっているというようなことが書

いてあって、議会事務局のほうにも私、意見何回か言ったことあるんですが、本来議事の関

係とかね、画像、映像が基本にならないですね。文字起こしした議事録がもう永遠に残るも

のとして位置づけられてて、法的なルールになっていると言ってもいいんでしょうかね。そ

ういうふうになってるから、議事録が３カ月ぐらいかかるんですか、正式なものになるまで

ね。そういうのも時間かかるけどもできるんですよと。それがオフィシャルなものの記録と

して残るというようなこともね、ぜひカバーレターに書いてください、ということを申し上

げました。 

何かそれは書くとまずいのかなというような感じ。大多数の方はケーブルテレビで見て

おられて、それで内容を知るという人は今多いのかなとは思いますが、公式な記録としては

議事録、もう議員各位もよく御存じのとおりだと思うんですが、それが何十年、我々の社会

の体制が終わるまで、なくなるまで、永遠に保存されるものという位置づけと思いますんで、

議会モニターにも、それはちょっと書いて出していただきたいという気がします。 

それから続けて言いますけど、一般質問でね、私の気持ち、感情と言われたらそうかもし

れないけれども、質問時間、残時間が残る方がありますね。非常にもったいないなと思う。



11 

 

もっと突っ込んで聞いてほしい。テーマは他にもいろいろと、養父市の何ていうか、問題に

なっている、課題になってることいっぱいあるじゃないですか。と言いたいんだけども、そ

れはどうなんでしょうね。いつも拝見している淨慶議員なんか、いつも時間が足らないぐら

いに一生懸命聞いておられるし。そういう時間ギチギチがいいとも言えないんだけども、や

っぱり熱意を感じますね。そういうふうに聞いていただくとね。 

ですから権利として、議員各位にあるんですから、もう目一杯ぐらい時間聞いて、使って

聞いていただきたい。質問を見てるとね、Ｑ＆Ａですけど、Ｑ、それに対するＡが出て、Ａ

に対するＱをまたすると、Ｑ、Ａ、Ｑ、Ａといって続くのが割と期待するところと思うんで

すけど、最初から議事出してあって、アンサーのほうも答えできてたら、Ｑ、Ａ、Ｑ、Ａっ

ていって続くのは、難しいということになるんでしょうかね。私それ、ちょっともう一度聞

いておきたいなと思った。意味通じます、大丈夫ですか。 

【議会運営委員長 西垣  司】 要するに議員側から質問をすると、それに対して当局か

らの当然アンサーが、答えが出てくると。それの同じようなことが。 

【議会モニターＡ】 それに対してさらに聞いていただく。 

【議会運営委員長 西垣  司】さらにこちらから質問をすると。そしてまた、向こうから

答えが来るといった形のやり取りというのが必要ではないかと。 

【議会モニターＡ】 一つちょっと事例挙げさせてもらってもよろしいですか。この間の一

般質問の中で、西田議員の質問でしたけど、外国人に対する防災の関係、ちょっといろいろ

聞かれてて。○○○○かな、あの方がですね、ボランティアベースですけども、日本語を学

ぶ会をやっておられる方がね、毎週木曜日に外国人集めてやってらっしゃって、そこでの説

明をした、という説明をされたんですけども、それはもうその会だけが外国人が全員集う会

じゃありませんのでね。やぶ日本語教室ですね。日本語教室に来てない人にはどうやって伝

わってるんかと、ちゃんと説明できているんかと言って聞いていただきたかったし、それか

らその説明っていうのは、後で○○さんに聞いたんですけど、どんな説明、どんな言語でし

ましたかと、使用言語は何でしたかということも聞いた。そしたらそれは日本語でやらせて

もらったと。やぶ日本語教室で、日本語がわからんから勉強に来とるんですけどね。やっぱ

り英語が達者な人なんかもあるわけですよ。そういう人には英語でしたらよかったし、英語

で説明できるような資料ができとったら、割とカバーできる範囲広いんじゃないかなと思

ったりして。ごみの捨て方なんかもよく、ごみも問題になるんですけども、環境推進課でね、

割と気の利いた、英語のごみの分別こうしてくださいっていうね、イラスト入りのいいのを

作ったんですよ。あんまり広げてないから知られてないけど。○○さんかな、商工観光課に

座っている国際交流員に手伝ってもらってやったそうです。Ａ４で 10枚ぐらいあるんです

けどね。非常にこなれたわかりやすい英語で出てる。そういうようなのは防災関係もできた

らいいと思うから、○○さん、１回ごみのやつ、どんなん作ったのか見てもらってください、

見せてもらってくださいということも、個人的には言いました。 

そんなような話、突っ込んでやってもらったらよかったかなと私はちょっと思いました。
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すいません長くなりました、以上です。 

【議員 西田 雄一】 それ再質問でね言うべきだったと思うんですけど、ただいまの本当

に意見でね、ありがたいというか、ヒントはいただきましたので、今後はちょっと気をつけ

て進めていきたいと思っております。 

【議会モニターＤ】 一般質問で聞いててよく見かける、今回も塚本議員が言われてますけ

ど、ケーブルテレビの制作番組でっていう話も出てきたりとか、先ほどもオンライン懇談会

のお知らせをケーブルテレビでＣＭで流したっていう話も出たんですけど、私、ケーブルテ

レビ最近加入したんですけども、私が結婚した当時はですね、引っ越ししてっていうときに

まだｅｏ光じゃなくてケーブルテレビだったんですけど、そのときに新規加入するのすご

い高額だという話を聞いて、ちょっと新規加入を見送ろうと思ってそのときは見送ったん

ですけれども、うちの実家もケーブルテレビを繋がなくても普通のアンテナでテレビが普

通に映るので、ケーブルテレビに加入する必要がないなって言ってて実家も入ってないん

ですけど、ケーブルテレビってどのぐらいの方が見られてるのかなというふうに思ってて、

八鹿の人って結構見てない人が多かったりだとか、引っ越しや結婚のタイミングでケーブ

ルテレビ新規加入する方がどれぐらいいらっしゃるのかなというふうに思ってて、ケーブ

ルテレビ、何か若い層は見ておられるのかなとかちょっと疑問に思ったので、どのぐらい把

握されてるのかなというふうに思いまして、ちょっと質問させていただきます。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ケーブルテレビの視聴率と、要するに加入率ということ。 

【議会モニターＤ】 率じゃなくても、どのぐらいの層が見られてるとか、よくケーブルテ

レビのこういうのを流したらどうだという話も出てくるんですけども、市民の方、どのぐら

いの方が見られてるのかなっていうのを御存じなのかなっていうふうにちょっと疑問に思

ったのでちょっと質問させていただきました。 

【議員 塚本 正彦】 どうも御質問ありがとうございます。私も全く同じように感じてお

ります。といいますのが、今回、実際そのやぶ医者大賞受賞者の特集のことを質問していた

んですけれども、実際のところ、本当に一番見てほしいと思っている子供さんたちが、養父

市の子供さんたちがどれぐらい見ておられるのかなということも私も気になりましたので、

教育長にどれぐらいの人が見ているんだということを質問したんですけど、それは実際見

てもらっているのかということも含めての質問だったんですが、結果的に数字ということ

は把握できてないということだったんです。 

正直な話、私自身もこの議会の一般質問のことなんかでも、すごくあのビデオが流しても

らえてるということもあって、実際本当に僕らは、一般質問する我々議員は、できることな

ら少なくとも見ていただきたいという思いを持っているので、ＰＲとかもこの日に流れま

すよとか言って、出会えた人とか連絡できる方には極力連絡をするようにしてるんですけ

ども、実際のところ連絡しても、はっきり言って普段お忙しいので見てもらえないっていう

のが正直なところであります。ですから視聴率というのは本当に低いと思いますので、私は

極力自分の一般質問とか議会の中でどういうことが起こっているかっていうのを皆さんに
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知っていただけたらという思いで、塚本正彦通信ということを発行して配っているという

のが正直なところであります。本当はもっと見ていただけるような番組内容であったり、関

心事であったり、いわゆる周知ができるようになれば一番いいなというふうに感じておる

ところです。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ケーブルテレビの視聴率ってやつは、今の段階では何％

っていうのはちょっと出ないということです。 

それと、ケーブルテレビの加入されてる率、そこら辺は調べればわかるかなというところ

はあるんですけど、ただ先ほど議会モニターＤさんがおっしゃってました、実家は若干映る

よね、というとこなんですけど、それについては八鹿の一部の電波事情がいいところは映る

らしいと、それ以外の大変なところは、やはりｅｏ光でなかったらあかんということもある

んですけど、ｅｏ光の当初のお金がどの程度かかるというのは、ちょっと今ここではお答え

することはできませんので、御理解いただきたいと思います。 

他、何かございませんか。 

【議会モニターＡ】 今、議会モニターＤさんがおっしゃったことね、私も同じことで興味

を持ちまして、情報課に聞いたことあります。どのぐらいの加入率かって。そしたら公的施

設とか公民館ね。各集落の集会所なんかで契約してるところもあるんで。何世帯全部でトー

タル市内にあって、何世帯契約してるというのははっきりした数字はちょっと出しかねる

とは言ってましたけど、大体８割方だそうです。 

それからあと無線端末ありますね、防災用のね。あれも同じく聞きました。あれも同じぐ

らいでしたね、８割ぐらい。無償で貸しますよ、あげますよ、貸しますよかな、やってるん

だけど、８割ぐらいしかつけてないということですね。また、個人的なことで恐縮ですけど

ね、私、今もうテレビ持ってないんです、受像機。そんなんもうケーブルテレビ見られたり

しないですよね。何でか言ったらね、もうだんだん目がちょっと視力が落ちてきたのと、や

っぱり読みたい本が多いので、もう画像の方は諦めて、もうテレビは一切見ない。どうして

も見たいのがあったら、私の場合ですけど、やぶ温泉とか行って、テレビ置いてあるから、

それを見せてもらうということでやってますんで、ケーブルテレビも見ることができない。

もうあっちのほうの情報はあてにしてません。そういうような生活の仕方をしてる者もお

るということで知っていただくとありがたいです。 

【議会モニターＢ】 まずはですね、私自身養父市がすごい好きっていうところで、前提に

お話させていただきます。関宮のほうでも小さな拠点事業、エリア２のほうの住民会議にも

参加させていただいておりまして、私自身はすごく養父市が好きっていうところで、住みた

い街ランキング１位ってところは納得できるのですが、住みたい街ランキング１位、田舎ラ

ンキング１位ですかね、のところについて、何を基に、こういうふうな住みたい田舎ランキ

ング１位っていうところになっておられるのかというところの御質問と、それに伴いまし

て、八鹿病院の４病棟、結局子供の手当等が厚いというところで、養父市は率先していろん

な施策をしていただいてると思うんですけれども、まず４病棟のほうで産婦人科の病棟が
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なくなるっていうところで、まずそもそも無痛分娩等々の補助等も出しますよっていう方

針で多分いってると思うんですけれども、まずそもそもが産めないっていうところについ

て、議会の方々はどう思われておりますか。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ただいまの質問では、その八鹿病院の４病棟の分娩とい

うことで、なかなか養父市では子供を産むことができないということに関して、議員の皆様

はどういうふうに考えておられるかというような御質問です。これにつきまして、皆さんの

ほうからございませんか。 

【議員 津﨑 和男】 八鹿病院の分娩休止、もう４年ぐらいなるんですが、現在、産科、

産婦人科のお医者さんが１人だけなんです。分娩、出産できるようにすれば、最低３人はい

るとかっていうことを聞いとったんです。働き方改革が始まってからもう６人ぐらい、医者

が、産婦人科医がいないと出産、まあ分娩ができないということで、全国的にっていうか、

今もう本来の医者不足の上に、特に産婦人科とか小児科医の医師の方は全国的に少ないよ

うな状態で、議会のほうも県に産科医をね、派遣を要請したりしたんですが、残念ながら兵

庫県自体がね、但馬に産婦人科医は一つでいいよと、当初からね、豊岡病院だけでいいとい

うような考えで、なかなか八鹿病院に産科の医師を派遣してくれるような状態ではなかっ

たんですが、残念ながらそういう状態が続いてまして、議会としては過去、産婦人科再開、

それから産婦人科の医師の確保は取り組んできた経過がありますけど、残念ですが今のよ

うな状態になっております。 

【議会モニターＢ】 というのもやはり子供を増やしたい、人口を増やしたいというところ

の後押しといたして、やっぱり産めなかったらなかなか住みたいなとか、安心して出産した

いなという方が少なくなってくると思います。なので、人口減少というところで例えば、そ

この件に関しましては、朝来市のほうは出生率のほうが増えて、昨年よりも増えております

というところはもう数字として表れてますので、ただ養父市のほうはそういう施策のほう

はすごい手厚いなとはいう認識はあるのですが、やっぱりその出生率の問題がどうかなっ

ていうところでまず御質問ちょっとさせていただきましたっていうところと、それに伴い

まして、ちょっと私のほうでもその事業、今お客さんが来なりますっていうところで、いろ

んな方々から御質問を受けてるんですが、結局はまず、養父市の中学校の部活の廃止とかっ

ていうところで、結局子供を育てるに当たって部活がなくなったらどうするの、民間に委託

しますよっていうところの提示がいまいちなされてないっていうところで、いろんな方々

から、特に今の５年生ですかね、次、４月以降６年生になる子供たちが中学校２年生のとき

には、部活がどんどんなくなっていくっていうところで、その方が結局どう、部活に入るの

か入らないのかっていうところと、プラスアルファして今の６年生、今年の４月以降の中学

校１年生の方は３年生まであるんですけど、ただ、下の学年が入ってこなければ人数が足り

なくて、結局は最後の総体等々に出れないっていう問題も出てくると思います。そういうと

こら辺の市としての進め方といいますか、人を集めるところに関しては、どういうふうに思

われてますか。 
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【議会運営委員長 西垣  司】 部活の要するにこれからは、令和 10年から地域に分散

させるというようなことになりますけども、それについての意見ということでよろしいで

すか。これにつきまして、皆さんのほうから何か御意見ございましたら。 

【議員 石本  毅】 ありがとうございます。地域展開がどういうふうに進むかっていう

ことについて、私も去年の今頃質問してたんですけどね、まだ始まるばっかりのときにした

ことがあります。どう考えたらいいんですかね、そうですね、確かに先生方の中にも、部活

を私はやりたいんだと、部活やりたくて先生になったんだっていう先生も中にはいるよう

なんですね、話聞いてると。そういうのがあるが一方で、先生方のっていうのが、部活にそ

もそもどこまで関わるべきかっていう話もあり、それと子供たち、子供を持つ人たちですね。

そういうその方たちが何ていうんですか、部活にどこまで関わるか、子供たちもどの程度部

活に関われるか、それが子供たちが満足いくような部活になりうるのか。そういったことも

総合的に見ながら今、学校というかその教育委員会、そういう中で考えてると思うんですが、

一方で議会モニターＢさんがおっしゃったように、今いる子供の移行期ですね。どうするか

っていうことについては、そうですね、確かに少なくなるというのがありますから、移行期

なんていうのは。そこはすいません、私、手を挙げちゃいましたけども、私もちょっと答え

というのがないんですけども、そこはちょっと、私も部活の地域展開ってこれ重要な話だと

前々から思ってたんで、そこら辺はちょっとまず私自身が突っ込んでちょっと聞いて、私達

も議会もそうかもしれませんけど、ちょっと聞いていかないといけない話だと思います。大

きな絵を言うだけじゃなくて、この二、三年どうしていくかっていうことだと私は受けとめ

ましたので、この当座ですね、そういうことを受け止めましたので、そこはちょっとフォロ

ーしていかないといけないなという話だと思いました。すいません、いいお答えができなく

て申し訳ないです。 

【議長 谷垣  満】 ちょっと補足という形で一つ、一点、先ほどの住みたい田舎ベスト

ランキング、これ養父市なり但馬なりの自治体が大変よく出るんですけれども、これ、基と

いいますのは自治体ごとに新聞社のほうでアンケートを取りまして、要はこういう制度が

あるか、例えば給食無償化しているかとか、医療費を無償化しているかであるとか、通学バ

スはどうか、そういったものをアンケートを取られて、その結果が上位のところがランキン

グとして上になってくるんですね。反対に言えば、どれだけ、確かに充実していることの評

価にはなるんですけれども、その制度はあるかないかだけでされておるので、実際移住され

る方がプラスになるかどうか、行きたいかどうかっていうのはまたちょっと別のランキン

グなんです。だけど一方で、それだけやっぱりそこに手厚くしてるっていうことは一つの移

住される方の基準とはなるとは思うんですけども、反対に言えば、そこにかけてやっぱり大

変お金をかけてる部分もありますし、自治体独自でやった部分もあるので、要は来てほしい

ランキング的なちょっと一面もあるというところもありますので、ただ、それぐらい養父市

としてはやっぱり子育てに力を入れていきたいというのが一つの方向性でありますので、

そういった意味で評価をしていただけたらということと、ただそれだけに上がったからよ
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くなるわけではなくて、移住者が増えるわけでもないというので、実際それが移住とか少子

化にどこに作用するかっていうのは議会としても見ていかないといけないので、このラン

キングでよかった悪かったっていうわけではないということです。 

あともう一点、先ほど部活動の地域展開につきましては、私たちも議会のほうで方針を決

められる前に、教育委員会からもありまして、次年度、改選前になるんですけど、総務文教

常任委員会でも、もうこれはちょっと大きなことなんで調査をしようということで調査を

しております。そのときには確かに言われましたとおり、総体に出られないとか、やっぱり

人数でそういう体験がね、できないことがまず第一に子供にとってはよくないだろうとい

うことなので、子供の体験の格差を生まないように、これを第一に前提にしていこうという

ことはありました。 

ただ、一方で今やっぱり人口が少ないので、どうしても親御さんの負担によって子供が参

加できたりできなかったり、これは送り迎えの時間もありますし、部活動の費用もあります

し、こういったもので世帯によってこういう体験格差やそれが起きてあってはいけないと

いうことで、その指摘と、あと行くための交通の手段ですね。親御さんだけに頼れないので、

今の地域の公共交通と合わせて考える中で、子供たちがね、一緒にどこに行ってもできるよ

うな仕組みをしっかり作ってほしいというようなことのまとめを委員会ではしておったと

ころであります。 

それから今どんどん進んでおりまして、今日神戸新聞のほうにもね、詳しく出ておりまし

たけれども、今はクラブをまずしっかり集めて、あと地域クラブに行かれる方には補助金と

いう形で、部活動ではないところで養父市も出したりはしておりますけれども、これから課

題になりますのはやっぱり交通の距離、やっぱりみんなが集まるためにどうやってしっか

り集まれるかの仕組みを作っていかないといけないなというところでありますので、言わ

れますように当事者の方がね、本当にこれから心配になってるっていう今、御指摘もいただ

きましたので、今後はそういった方々の具体的にね、意見とかも踏まえながら、行政の進め

方について議会としてしっかり提案なり提言なりを繋げていきたいというふうに考えてお

ります。 

【議会運営委員長 西垣  司】 引き続きこの一般質問についての意見交換から進めた

いと思います。この一般質問につきまして、皆さんのほうからご意見はございませんか。 

【議会モニターＤ】 先ほどのちょっと追加なんですけども、ケーブルテレビのそのことで、

何ですかね、視聴率とかはそういうふうにわからないとかそういうのあると思うんですけ

ど、せっかく番組を作ってるっていうことで、それを何かインスタとかそういうものでＰＲ

してはどうかなというふうにちょっと思ったりとかもして。 

今、この間豊岡でショート動画のセミナーがありまして、山陰地方で魅力発信をしている

インフルエンサーのまさかずさんっていう方がおられるんですけど、その方がショート動画

400 万再生したとかいって、呼ばれてたりするんですけど、そういうインスタとかもあるの

で、そういう何かケーブルテレビで発信するばかりではなくて、そういうインスタとか、そ
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ういうショート動画を作って何かするとか、あとはＹｏｕＴｕｂｅで流すとかいうふうに、

何かやっぱり最近若者もテレビ見てない人がすごい増えてて、そういうふうにあの媒体を

ちょっと変えていくとかいう工夫もされたらどうかなっていうふうに思ったのと、あとは

そうですね、先ほどもちょっと言ったんですけど、新規加入、私は新規加入したいって思っ

たときに、市のホームページとかに、ｅｏ光というのはもちろんあるんですけど、新規加入

の案内が全然なくって、新規加入の案内をしないとどんどんどんどん見る人というか、加入

していく人が減っていくので、何か新規加入の案内とかもね、移住した方とかにも何かそう

いう案内とかあるのかなというふうに思ったりもして、私が何年も、もう 10 年以上前にな

るんですけど、まだｅｏ光じゃないときにすごい新規加入するのがもうなんか６万か７万

とかっていう時があって、そのときもうテレビを諦めてる人がいたんですね、もう大屋に住

むっていうので、テレビそんな高いんだったらもういいわって言われてたんですけど、いう

のもあって、そういう新しく見る人を増やすというか、減っていくばっかりなんで案内とか、

あとその媒体のＹｏｕＴｕｂｅとかＴｉｋＴｏｋとか、インスタグラムとかっていうふう

な何か工夫がちょっと必要なのかなというふうにちょっと思いました。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ありがとうございます。ただいま意見をいただきました。

インスタで発信するとかＹｏｕＴｕｂｅといった部分は、議会運営委員会でも数年前、過去

にもこういった発信したらどうかといった御意見が議員の中からも出たといういきさつは

あったんですけど、やはりそれはいろいろ問題も発生するだろうというような、あらゆるこ

とから対処していかないと、なかなかこれがすぐというわけにはいかないということで、そ

ういった意見もあったということは御理解をいただきたいと思います。 

それと新規加入につきましては、例えば移住してきた方といった部分については、おそら

く当局、市のほうからこういう媒体が養父市にはありますよということはおそらく説明し

ているということで御理解いただきたいと思います。 

【議長 谷垣  満】 ちょっと短めの補足で、養父市ケーブルテレビジョンのふれあいネ

ットの一部の番組ですけど、ＹｏｕＴｕｂｅでチャンネルを持っておりまして、まあ全てで

はないのですけども、そこに上がってる部分があるというのと、あと養父市のオフィシャル

のほうでＦａｃｅｂｏｏｋとインスタグラムをやっておりまして、今 233 条にも出ており

ますとおり、再生数も上がっているということがありますので、議会としてもそういった媒

体を使っていくというのは有効だということの話も出ておりますし、今回もそれこそオン

ラインの懇談会につきましては、ちょっとこれは公式なものではないんですけれども、議員

の範疇の中でそういうのをＰＲを入れてみたりとかしておりますので、今後のそういった

推移も見ながら、有効なものをぜひ採用、活用していきたいなというふうに思っております。 

【議会モニターＦ】 僕は議会の傍聴は来てないんですけど、インターネットで見せてもら

ってます。そしたら議長さんが、端的な質問、的確な答弁をお願いしますというようなこと

を言われてました。以前そんなのなかったかなと思ったりしたんですけど、どないかなと思

います。私が見てないところでそういうのがあったんかもわかりません。 
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それから、答弁のほうもこういういい機会ですので、市民の皆さんにお知らせをさせても

らいますというような感じで答弁をされているので、やっぱり議会の審議時間をやっぱり

有効に活用するような、そういうようなことをされているんやなというようなことは思う

んです。 

ただ、そういうふうにされていても、やっぱり自分が見ようと思わないと、インターネッ

トも見れません。それから、ここにも足を運んでみようというふうに思わない限りは、実際

にやられている活動が見えないわけですね。だから、本人のそういう意思なので、だから普

通テレビでばあっと映ってるのを自然に見てるっていうんじゃなくて、もう意識しないと

あかんいうことで、そういうことを考えると、一番最初のところのインターネットでの、ご

めんなさいね、いろんな方の意見を聞いたりするっていうのがありましたが、やっぱりそう

いうとこらへんで、いろいろと意見を述べたことが、実際に議会の中で生かされているとい

うようなことがわかれば、そういうことに興味を持つ人が増えるだろうし、それからやっぱ

りいろいろと意見を言おうという方も増えてくるんではないかなと思うので、そういう機

会をやっぱり大切にしてもらって、議会ではこんなことしてんだよっていうようなことを

言っていただけたらというふうに思いますし、それから次の問題にある、議会報告のこの議

会だよりですけど、そういったとこら辺もちょっと読めるようなっていうか、興味を持って

議会見に行こうかなとかっていうような、そんなふうな議会だよりやったら、ええかなとい

うふうに思いますんで、なかなか難しいことかもわかりませんけども、努力をしていただい

て、何とか興味を持ってもらえる人が多く増えるように考えていただいたらというふうに

思います。 

【議会運営委員長 西垣  司】 最初の的確な質問、的確な答弁ということで議長、いか

がでしょう。 

【議長 谷垣  満】 その部分だけということで、数年前からですね、２期の終わりぐら

い前からその文言で口述に入っておりまして、的確な御質問と簡潔明瞭な答弁に努めてい

ただきますようにということで言っております。ただ、これは答弁自体を短くしてほしいと

いう意味の趣旨ではなくてですね、やっぱり議会運営上の中でやっぱりお互いに理路整然

としっかりとしたあれを持って、やってくださいよというお願いでありますので、短くとい

う、ただ、文言としては簡潔明瞭と言われると少し語弊があるかもしれないので、またそこ

は検討させていただきたいと思いますけれど、ただ今期に入りましてから議員の一般質問

の持ち時間は 30 分、議員の発言が 30 分というふうに決まっておりまして、これは申し合

わせの中で決めているもので、これは変わってはないんですけれども、ただ全体の時間とし

まして、今、30 分使い切る場合に１時間を超えるようなこともありまして、結果的に当局

の答弁のほうが 30分より長いようなこともあったり、議員の発言時間よりも大変長くなっ

てしまうと、やっぱりこれはお互いの中でも、議事運営上のね、やっぱりあんまりよろしく

ないかなというふうには思いますので、やっぱりもちろんしっかりとした、議員の発言は簡

潔明瞭にというのはもう明確な一番の大前提のものでありますので、お互いにそこを考慮
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しながら、特に聞いておられる方がやっぱり趣旨が理解しやすくてわかりやすい質問と答

弁に努めてもらう上で、議員の発言、当局の答弁が市民の方と共有できるようにしてくださ

いというようなお願いでありますので、ちょっと文言についてはまた検討させていただき

たいと思います。 

【議会運営委員長 西垣  司】 もう一点、議会の傍聴者が増えるといったような提案と

して、一つは議会広報の取組についてのＰＲはどうかという御質問がございましたので、こ

れにつきまして議会広報特別委員会の委員長であります西垣勲一議員、いかがでしょう。 

【議員 西垣 勲一】 広報特別委員会としてというよりも、僕、個人的な思いで少しお話

させていただきたいと思うんですけども、確かにこの議会だより、非常に読みにくいという

か堅いと個人的には思っております。もう少し読みやすい形であったり、もう少し遊び心が

あるような作りができて、読者の方が読みやすいものにできたらなとは個人には思ってお

るのですけれども、今回準備させてもらってますのが、３月定例会の議会だよりを４月 15

日に発行するということで、３月定例会は３月 25日が最終日ですので、とてもとても構成

が忙しいという中で作業をしております。 

そんな中で、各委員会であったり、議員各自からの一般質問の記事等を組み合わせて作る

ような状態になっていますので、あまりレイアウトであったり、遊び心を入れる隙間がなく、

期日に追われるというような形で、少し読みにくいような議会だよりに仕上がってしまっ

ているのかなと思いますけども、速報であるということであったり、なるべく早く出すこと

に意味があるということを重視しておりますので、このような形になってます。引き続き読

みやすい議会だよりというものは目指していきたいと思っていますので今後もよろしくお

願いいたします。 

【議会モニターＧ】 ＰＴＡとしてというか一保護者としてなんですけれども、今年度、私

も議会モニター初めてさせていただいたんですけれども。 

多分、今年度で学校関連に関する一般質問を上げていただいたのが、多分 10 件ほどあっ

たとは思うんですけれども。この一般質問に学校関係の議題を上げようって思う議員さん

の経緯といいますか、どういう、保護者だったり一般市民の方の意見を聞いてそういう質問

をしようと思うのか、個人的に思うのか、そういう経緯がちょっと知りたいなと思うんです

けれども、お聞きしてよろしいでしょうか。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ではこの度の一般質問で学校関係の質問をされた議員、

お答えはございませんか。 

【議員 塚本 正彦】 まず今回学校関係ということで、私が給食センター絡みとか学校の

教育あり方検討委員会とかっていうことをテーマにこの３月議会では質問をしました。 

一般質問をその経緯っていうことでお話ししますと、やっぱり実際自分たちが市内を回

っていて、いろんなお話を聞くことにやっぱり一番、どういう関心事が高いかとか、どうい

う熱意を持ってお話をされたかとか、そういうことを感じて、自分が質問のテーマを作って

いくというのが正直なところです。当局の答弁はいわゆるチームで作れるわけなんですけ
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ど、議員の一般質問というのは、多分ここにいる者みんなそうやと思うんですけど、結局１

人でその感覚でずっといろいろから、ネットとかいろんな情報とか、地域の人から聞いてき

た話で組んでいくっていうのを繰り返していると思うんですね。 

そういった中で、今回私が学校の関係を質問したというのは、前回の、当然今、人が減っ

てきていますから、ウォーターＰＰＰと学校の関係とか給食センターのこととかいうのを

質問しました。その中で、一般質問したことの経緯をまた市民の皆さんへ報告という形で、

自分で発信してるもんで、してるんですけども、それに対するまたレスポンスが非常に高か

ったということが一番、今回の質問にした当然の経緯でありますし、それを市民の人から聞

いたからっていうことだけではなく、自分にとっても今後の養父市の向かっていく方向と

か、将来の教育のあり方についてはどうなのかという、最も自分もこれは重要なテーマとい

うふうに感じたのが、今回の一般質問になった経緯でございます。 

【議員 井戸 弘美】 私の場合はですね、自分自身が子育てをもう終えてまして、その中

でやっぱり相談を受けることっていうのがかなり多くなってます。その中でやっぱり必要

性ですよね。いわゆるその市でできることだったりとか、または片や自分だったらこういう

ふうにしたい、もしくは、養父市でこういうことが起こってるんだけどもそれを知らないん

だっていうことを、一般質問でわざにちょっと馬鹿になって、こういうことってどうなんで

すかっていうふうな尋ね方をしたりとか。ていうことで、当局の方に答えていただいて、そ

の答えを皆さんに知っていただくっていうような感じの流れを作っていっているのが現状

です。 

ただ、子育てを終えたからこそ言えることでもありますし、今現在の人たちがすごく悩ん

でいることだったりとかっていうのは、私も通ってきた道ですので、ですんでやっぱりその

中で、やっぱり一個一個、皆さん一人一人が一つでも悩みがなくなっていくような形が、そ

れが一般質問に繋がるんならそうしたいなっていう思いで取り上げさせていただいている

ような状況です。 

【議員 津﨑 和男】 学校関係、特に学校給食の無料化について、私も何回か一般質問で

取り上げておりまして、そもそも自分の公約で学校給食無償化、無料にせいということで、

取組をしておる経過もあったり、それから但馬の中でも新温泉町と香美町、それから朝来市

も無料化になっているので、養父市もやっぱり無料化に取り組んでほしい。特に物価高とか

いうことで、年金とか給料が物価高に追いついていないんでっていうことを、市民の立場か

ら給食費の無料化を訴えてきました。なかなか当局はうんとは言いませんが。 

【議会モニターＧ】 声を聞いて上げていただいてるんでしたら、すごくよかったなと思っ

てるんですけれども、なかなかこの学校、保護者と議員さんとの距離が遠いなっていうのを

日々感じておりまして、この前のオンライン懇談会はすごくいい機会だったなっていうの

は思います。もっと各学校、地区によっては悩み事がいろいろであったり、これから統合の

問題とかがどんどん出てくる中で、もっと学校に入ってきてほしいなと。オープンスクール

であったり、開放しているときに議員の方もちょっと様子を見ていただいたり、子供たちの
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顔見ていただいたりもうちょっとこう、子供だったり保護者だったりとの距離を縮めてい

ただけたらなとちょっと個人的に思っております。 

【議員 津﨑 和男】 今回の議会でもね、学校と議会との関係があったんですけど、以前

はそうじゃなかったんだけど、コロナ以降、学校行事に議員が招待されなくなってね。以前

は運動会とか入学式、卒業式は必ず通知が来て、出席はしよったんですけども、コロナ以降

全然なしになって、コロナが収まってからもないんで、ちょっとそれはどうかなということ

で、来てくれと言われたら行くんですけど、その辺のところがあるんで、これからも招待な

しでも参加しようとは思います、何かの機会に。 

【議会モニターＣ】 今回、一般質問の中で気づかせてもらったことを質問します。時間も

押しているので、可能な限りでいいんですけれども、今回私が感じたのが一般質問の、先ほ

ども出ていましたけれども、学校であったり子育てであったりとかっていうところの質問、

共通の質問という形でリレー形式のようにずっと進んでいたように感じています。これは

私がすごく画期的なことではないかなと感じています。 

実際に可能であれば、それに携わられた議員さんの方々の、今回それを試してみてどうで

あったか。もしくはこういう思いでやってみたんだ、ていうのがありましたら、それぞれの

方の御意見をお聞かせ願えますでしょうか。 

【議員 塚本 正彦】 ありがとうございます。今回、当然自分はどういう質問をするかっ

ていうのを、議員間で事前通告というのがあって、いわゆる本通告というのはあるわけなん

ですけども、その中で今回教育関係でいったら、私と深澤議員と淨慶議員、この３人が通告

が割と同じテーマということが感じられたので、ただ、議員の質問時間が 30 分ということ

ですし、なかなかねこういう質問したいっていうことで返ってきた答えに対して、こう返し

てほしいというようなね、それを期待するということが、十分私もそうしたいと思うんです

けども、なかなかやっぱりこの議場に立ってね、時間の制限がある中で、しかもこっちは通

告 30分ということで、それこそ先ほどおっしゃっていただいたように、時間を目一杯に使

えるようにということで、いろんな質問を通告してますので、間に入れるっていうことは非

常に厳しいのが現状なんです。ですから、議論を深めるためにということで、今回は実は同

じ通告に絡んでた深澤議員であったり淨慶議員と事前にこういう質問をしようということ

で、より重層的な議論を深めていただけたらということで、連携をできたのかなというふう

に思います。同時にそれプラス石本議員の質問によって、また同じテーマということが繋が

っていったので、石本議員もそこに何か加わっていただいてっていうのはおかしいですけ

ども、そういった関係で今回は確かに議論が深まっていけたのかなと。また今回のこの過程

を今後の議会としてどのようにしていくかというのは、また改めて議員間で、これはこの４

名の議員以外にもですね、全ての議員の間で、どういうふうなテーマでしていくかというの

は広げていく必要があるなというふうに感じました。次は深澤議員にお答えいただきます。 

【副議長 深澤  巧】 今、養父市議会で一般質問する前に、同じテーマが重なったらあ

かんということで、事前通告、事前に一度議員同士でどんなことをするかという概略的な通
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告書を出すようにしてます。それを見て同じものがあったら、もう誰かに頼むとか、それか

ら自分を省くとかというようなやり方を今までしてきました。今回、特に学校の統合という

すごい大きな問題が出てきましたので、当然その事前質問の通告の中で、先ほど言われた３

名の議員が同じだということで、メールや電話で確認し合いまして、ならば重ねて、重層的

というのは単純に重ねるんじゃなくて、連続的に展開ができるものなら３人でこう展開し

ていったらいいんじゃないかというような話がまとまりまして、実際の本通告の詳しい通

告もメールで交換しまして、大体この議員はこのことを言う、次はこれという形で先発ピッ

チャーが塚本、私がもうリリーフピッチャーで、最後の抑えを淨慶議員にばしっと決めてい

ただくという、そういうほんま話し合いをしたんです。だから今回そういうことが実現され

て、それを今見てくださってるということを、感じてくださってるという意見を今聞きまし

て大変嬉しく思っておりますし、今後、今塚本さんが言われたように、大きな関心事は単に

重なるんじゃなくて、こういう連関していくようなね、それと同時にこの１回きりの発言で

終わらんように、やっぱりテーマを追求していく。議会としてテーマを取り上げていくって

いうのがね、個人の一般質問だけじゃなくてそういうやり方もあるんだなというのを気づ

きましたんで、今後の一般質問のやり方等につきましてはね、一つのいい練習になったかな

と思っています。ぜひ生かしていく、いきたいと思います。最後、抑えの切り札の淨慶さん

です。 

【委員 淨慶 耕造】 ありがとうございます。私、最後にさせてもらったんですけども、

非常にありがたかったのは、答弁しますよね、教育長が答弁したり市長が答弁したりするん

ですけども、その中身を我々ここで議場でずっと聞きながらメモしたりもするんですけど

も、やっぱり抜け落ちることはね、結構あるんですよね。それを塚本議員や深澤議員のほう

から、こういう答弁なんだというそのやつで、今はちょっといろいろ録音の機械がいいのが

ありましてですね、文字になるとかっていうのがありますんでね、そんなやつを見せてもら

ったから、どういう答弁をするかということはこれはもうわかった上で、私はもうやらせて

もらって、同じ答弁をした上で、どういう視点を提案するかということでやらせてもらえた

んで、非常に私はありがたかったし感謝してますし、そういう面でもまた市民の方がそこを

理解してもらえることができるんなら非常に嬉しいかなということを思いました。 

【議員 石本  毅】 番外編ということで私も言わしていただけたらと思います。私も一

応教育とかね、子供とかまた違った観点で言わせていただこうと思って、だからそういう意

味でいろんな論、まあ言ったら今年が、今回が大林市長の２回目の予算編成ということで、

かなり政策が変わってて関心事項がその子育てや学校の再編とかっていうのは、それぞれ

テーマが結構大きく変わったところがあって、議会の関心も相当、関心事項をきちっと押さ

えていかないといけないなっていう意識が多分相当あったと思います。 

だからそういった意味で、ただ単に事実関係を、今の小学校４年生の学生さんはそれぞれの

地域で何人いますかとかっていうような、そんな事実関係じゃなくて、関心事項に応じてい

ろんなところから攻めていって市長の考えを聞くというようなことで、結果として私も議
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会モニターＣさんがおっしゃってたように、いろいろなところから攻められた結果として、

リレーのようになってるっていうような流れになったんじゃないかなと。我々議会にとっ

てもある意味一体感というか、そういう気持ちが持てたんじゃないかなっていう気がして

おります。 

ただ、議会モニターＧさんがおっしゃったように、子育て世代へのアプローチというのは

もっともっとやっていかないといけないなという気持ちも同様に持っております。 

【議会モニターＨ】 養父市文化協会のほうから選出されています議会モニターＨです。こ

の文化協会っていうのは、旧４町の文化協会の集合体なんですけども、本日は特に文化協会

から一般質問に対する意見はございませんので、私が普段気になっていることを少しお話

したいと思います。 

12 月の議会で塚本議員が関宮小さなまちづくり拠点整備事業のことについて質問されて

いまして、それに対して当局は答弁してましたけども、その当局の答弁が非常に簡単で、内

容がわからなかったもので、ちょっと私が言うことがまた、だぶったことになるかもしれま

せんけども、来年４月１日からこの小さなまちづくり拠点の整備事業が運営が開始されま

す。それで、これは皆さんっていうか市民の皆さんもあまり御存じじゃないと思うんですけ

ども、要は国が少子高齢化対策として打ち出している非常に大切なプロジェクトなんです。

例えば市の職員さんそれ知ってるんかとか、議員さんは御存じなんでしょうけども、市民自

身がそれについて十分知っているかどうかをちょっと疑問に思ったりもしております。 

それはいいんですけども、要はちょっと私が気になるのは、例えば、そうなる場合、４月、

来年４月になってるはずですよね。例えば、現在の地域局はそのまま置いておくのかとか、

それから公民館はどのようになるんだろうかとか。それから各小学校区の単位でまちづく

り協議会っていうのを作っていますけれども、それはどうなるんだろうかとか、それから社

会福祉協議会は、それぞれの町にもありますし、全体にもあるんですけど、それはどうなっ

ているんだろうかとか。例えば議員の間でも検討されたりもしておられるだろうかという

ことがちょっと気になるところなんですけども。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ありがとうございます。この件につきまして、今回の広

報紙にも上げてるんですけども、関宮小さな拠点「（称称）につきましての中間報告というも

のを上げております。これは１月の 16日に小さな拠点特別委員会を開催いたしまして、現

在の執行状況であるとか進捗状況、そして今後の見通しにつきまして当局からいろいろご

説明をいただきました。まだ最終的な運営関係については、まだ募集というようなこともあ

ったりはしますけども、これは随時、この特別委員会を通じまして、皆さんにできるだけア

ナウンスするようにしたいというふうに考えておりますので御理解をいただきたいと思い

ます。 

失礼しました。92 号にはまだ載ってないんで、93 号の４月の 15 日以降に配付されると

いった、このだよりには上がってるということで、また、それが着きましたら御一読いただ

きたいと思いますのでよろしくお願いします。 
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テーマ③ 議会だより第 92 号について 

【議会運営委員長 西垣  司】 では次の最後の時間も迫ってまいりましたので、議会だ

より第 92号についてということで質問をいただきたいと思います。 

これにつきまして、議会だより全般になりますけども、御意見をいただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

【議会モニターＡ】 議会だよりについての意見を言わせていただきます。92 号を主に見

てますが、一般質問の内容の中に写真が貼り付けてあるんだけど、どこの写真なのかよくわ

からないのがある。キャプションをちょっと詳しめにね、もうちょっとつけていただきたい。

大体みんなわかるんですけどね。どこの写真を撮ったのかというのが、説明がないものがあ

ります。 

例えば、深澤議員のやってらっしゃる「 市内の表流水 水源地」というのは、どこの写真

だろうと見てわかりません。川瀬議員の写真「 堆積する土砂の早期撤去が望まれる」という

のも、八鹿付近だというお話を聞きましたけど、ちょっとわからない。それから前田稔議員

の写真もそうですな。「 20年後も草刈りと獣害対策」って書いてあるけどもどこなんだろう。

綺麗にしてあるなと思って見たんですけどわかりません。北山愛議員の「 養父市の自然」と

いうのも、鉢伏かなと思うけどわからない。そのあたり今後ちょっと詳しいキャプション見

て、一目瞭然にわかる説明をお願いしたいと思います。 

それからですね、非常に細かいんですけど、穴開けはもうやらなくていいんじゃないでし

ょうか。市の広報紙もやめてしまいました。豊岡市がですね、３年ぐらい前かな、やめまし

たね。議会だよりもやめたし、市の広報紙もやめたし、農業委員会だより、それからあとち

ょっと別のくくりですけど、社協の豊岡ＮＩＣＯ（ニコ）って言ってますけどね。ニコニコ

のニコらしいけども、そういうの全部穴をやめました。その代わり黒いパンチを開ける穴の

位置と、それからセンターを決めるくさびがちゃんと書いてあって、穴開ける人は自分で開

けてくださいというふうになってるという形ですね。私の思いですけど、個人でそれは家に

置いておかれてもいいけども、我々のとこも図書館できたんですから、こういうものはもう

永年保存、図書館がやってくれるんで、そこの大切に使うという形でいいんじゃないかなと

個人的には思っています。 

それからあとはですね、見ててですね、病院議会、それから南広議会っていうんですか。

そちらのほうに皆さん出ておられる、手分けして出ておられる。議長は両方出ておられると

いうふうに聞いてるんですけど、そこでの議会での議論が全然知ることができない。まあ、

どうなんだって、病院議会だったら病院に行ったら、議会担当者っていうのがいて、ああで

すよこうですよとか、資料見てくださいって出してくれるんですけど、それをなかなかでき

る人、できるのは工数がかかりますんでね。紙をちょっと増やしていただいて、その２つの

議会の分の出席なさってる議員の見方での議会、報告、レポートっていうのをちょっと増や

していただけないかなと私は思いますね。 
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病院にしても南広にしてもね、それぞれ自分のところの立場での広報紙は出してますけ

ど、当然見方とか、見解は違ってくると思いますので。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ありがとうございます。ただいま議会モニターＡさんの

ほうから、この写真の詳細な説明が少しわかりにくいといった点と、この議会の広報紙に対

しての穴開けのパンチがいらんのではないかという点と、もう一点、各議会、特に南広、そ

して八鹿病院との議論の部分の一つの文章的なものがほしいといった部分の御質問がござ

いました。これにつきまして、広報特別委員長いかがでしょう。 

【議員 西垣 勲一】 一応、今お聞きしたことに対して、返答になるかどうかわかりませ 

んがお答えします。写真につきましては、今回３月定例会の記事を出していただくというお

願いのときにしっかり写真の言葉を伝え、各全議員にお伝えしました。写真をはっきり撮っ

てほしいとか、キャプションをしっかりつけてほしいということはもう、全員協議会などで

お伝えしましたので、次号ではしっかりした写真を皆さん準備していただけるものと思っ

ております。 

また穴開けに関しましては、市の広報紙が穴を開けるのをやめたということで、かなり予

算のほうが縮小されたということは聞いていますので、議会だよりでも、今後このこちらの

穴開けのことに関しては、予算的なところも踏まえて考えていくべきかなとは思っており

ます。 

あと３番目の八鹿病院と南広のことなんですけども、議会だよりは 16ページという限ら

れたページ数で行っております。八鹿病院と南広については八鹿病院議会、南広議会のあっ

た出来事を紹介するということで、前の前の前ぐらいの号はあったんですけども、この 16

ページのページ制限の中で養父市の議会をしっかりと取り上げていくべきじゃないかとい

うことで、八鹿病院ニュースであったり、南広だよりと中身がほぼほぼ同じような記事にな

ってましたので、議会だよりのほうからは、最近は入る隙間がないということでよけており

ます。 

また先ほどおっしゃられたように、八鹿病院や南広のほうで議論があって、その議論の内

容を議会だよりに載せるということであれば、載せる意味はしっかりあるかなと思います

ので、その辺も含め今後相談していきたいかなと思っております。 

【議会モニターＥ】 聞いてみたいんですけども、豊岡病院とか八鹿病院とかに各課の社会

福祉課とか、こども学び課から情報っていうか、制度と仕組みの情報が伝わっとると思うん

ですけど、そこの議員さんたちは豊岡病院にどんな制度の仕組みが情報提供されてるって

いうのを知っておられるかなと思ったりして。だから市民はやっぱり赤ちゃん生まれて、こ

ういう制度と仕組みがあったらとかいうのは、そういうのを豊岡病院から情報提供をもら

って、やっぱり議員さんに伝えてるわけやから、議員さんが制度と仕組みをどこまで、どの

議員さんが、古い議員さんはやっぱり自分たちが作った制度の仕組みはわかってるだろう

けど、新人議員さんなんかも、どこまで制度の仕組みが、僕かって豊岡病院去年、網膜剥離

で入院して、眼科から制度の仕組みっていうのをもらったけど、やっぱり 10 年も 20 年も
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前に作ったやつやからほとんど使い道がなかったんですけれども、そこらはもう、やっぱり

何で市民が議員さんにどんなところかなっていうのを知っておいてもらわなかったら、や

っぱり各課の社会福祉課とかいろんな健康医療課にしても、豊岡病院、八鹿病院に情報提供

しとるんやから、やっぱり養父市役所の職員さんもちゃんと仕事してる人もおるんやから、

そこは何て言うんか、議会のネタを探すこともやっぱり職員さんに今に合わない仕組みは

ないかということも確認された上で、やっぱりさっきのあれじゃないけど、質問を作られと

るんかちょっと聞いてみたいんですけど。素朴な質問で、聞いとるって言われたらそうかわ

からんけどもそこはどうなんですか。 

【議会運営委員長 西垣  司】 ただ、豊岡病院の仕組みについては、やはりそういう情

報は我々議員としても、やはり．．．．．．。 

【議会モニターＥ】 自分たちが作った制度と仕組みじゃないですか。 

【議会運営委員長 西垣  司】 いや、豊岡病院でしょ。 

【議会モニターＥ】 何かそれでやっぱり、豊岡病院にしても八鹿病院にしても、こういう

制度と仕組みがあるから．．．．．．。 

【議会運営委員長 西垣  司】 それは八鹿病院に限ってですか、豊岡病院ですか。 

【議会モニターＥ】 両方、両方。 

【議会運営委員長 西垣  司】 豊岡病院ははっきり言いまして管轄外というか、そうい

った養父市とはまた全く違いますから、ほんなら八鹿病院でのそういった一つの仕組み、ど

ういうことですか。 

【議会モニターＥ】 要はこういうことで、要は社会福祉課なんかやったら１級、２級とか

５級、６級だったら障がい者手帳交付になるとか、診断書によっては。だから、そこらも今

回のバス券なんかでも、障がい者やったらバス券が、今 65 になるけど、70歳でなくても発

行できるじゃないですか。だからそこら辺のところとか、いろんな１級から６級までに対し

て、その社会福祉課が情報提供して、やっぱり患者さんにこういう制度があるけど使われま

すかっていうことを聞かれるから。だからさっき言ったように、５級、６級というのは持っ

とってもいいことないから、やっぱりみんな申請はしてないんやけど、だから今の時代に合

ったやっぱり制度と仕組みがなかったら、病気になっても安心して暮らせないですね。僕だ

から、僕的に言えば７年前に大動脈乖離したけど、血管やから障がい者にならないから、頑

張って行って保健師さんにずっと助けてもらったけど、心臓の血管３本下げても助けられ

ないと言って、もらえないんですよ。自分が生きていかな。だけど大動脈弁やったら、障が

い者にはなるという。そういう同じ心臓の薬を飲んでも、やっぱり血管と弁とはどう違うん

だということも自分でなりましたけど。 

【議会運営委員長 西垣  司】 その都度また議員も八鹿病院のそういった部分につい

ては全てが把握されているといった部分ではないですし、またそういった部分は議員にも

相談していただきながら、また当局にもそういった内容的なものは御紹介して解決させて

いただくという方向でしか、今はお答えすることができないかなというふうには思うんで
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すけど、その辺でいかがでしょう。 

【議会モニターＥ】 制度の仕組みが、どんなものが社会福祉課から情報提供するいうのは

やっぱり、改めて議員さんもやっぱり知ってほしいですね。 

【議会運営委員長 西垣  司】 わかりました。皆さん、まだいろいろ御意見などもござ

いますでしょうけども、大体時間が定刻の 12 時になってまいりました。 

ここで、本日の１番から３番までの皆様の御意見につきまして、少し簡略的にまとめてみ

ましたので、また抜けている点があるかもしれませんけども御報告させていただきます。 

まず最初の今回の議会の取組として、高校生との意見交換におきましては、やはり高校生

からのテーマを決めてやるというようなことの提案もございました。これにつきましては、

またしっかりと双方と話しながら進めていくということを今後を考えていけたらどうかと

いういうふうに考えております。 

それと以前のこども食堂という部分につきましては、やはり私もそうでしたけども、なか

なか都会のこども食堂というのは貧困的な部分があるというようなことがあったようです

けど、この地方においてのこども食堂というのは、そういうのも含めまして、やはり高齢者

の方、また近隣の社会的な一つの要素の中で、やはり進めるといった形での地方と都市部と

のこども食堂の意味合いが若干違うといったようなことの提案がございました。 

そして、一般質問につきましては、やはり横文字が多いということで、これにつきまして

はできるだけ、知られないような横文字はやはりできるだけ避けるというようなことも考

えなければならないと。 

そして時間を精一杯議員は使って、時間を有効に使って質問するというような御意見、そ

して、この他に一般質問については、養父市の教育のあり方につきましては、やはり学校運

営協議会委員、そして保護者とのひとつの距離があるんじゃないかというようなこともお

伺いしております。 

そして関宮小さな拠点におきましては、市民全体、これは関宮だけに限らず、やはり養父

市全体の一つのこの行き場といいますか、そういった部分があるという理解していただく

というようなことをやはりもっとＰＲすべきじゃ、アナウンスすべきじゃないかというよ

うな御意見もいただいております。これにつきましてはまた、この 93 号の広報紙について

も上げておりますので、皆さんまた御一読いただければよろしいんじゃないかと思います。 

ただいま簡単に申しましたけども、これはしっかりとまた皆さんの御意見を議会運営委

員会もしくは全員協議会で協議、また勉強会を行いまして、市民に少しでも反映できるとい

った形で進めてまいりたいと思いますので、御理解をいただきたいと思います。 

時間の都合で、この辺で本日の意見交換会は閉会したいと思います。 

閉会は、藤原議会運営委員会副委員長から御挨拶を申し上げます。 

 

５ 閉会（～12：08） 

【議会運営副委員長 藤原 芳巳】 皆様、お疲れ様でございました。 
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モニターの皆さん、議員席の座り心地はどうだったでしょうか。少し議員の気持ちにもな

っていただけたのかなとそのように思います。今回もたくさん御意見をいただきました。本

当にありがとうございました。 

議会モニターの設置ということもまた、議会改革の一翼を担うものとして非常に大事な

ものと認識しておるものでございます。 

議会というのは、こう議事機関でございます。それで、この 16名の議員がそれぞれの切

り口で議論を行いまして、この市民にとっての最適解というものを求めていくという終わ

りのない活動でございます。もちろん当局とともに、ということでございます。これは私、

個人的にはそう思ってるわけですけども、当局の提案を何とか変えていく、こういう努力を

していく、それの後押しを議会モニターの皆さんにもしていただきたいなと思うわけでご

ざいます。 

今後ともですね、モニターの皆様には議会を注視していただきまして、御意見を賜ります

ようにお願いを申し上げます。 

これをもちまして、令和７年度の議会モニターと議員の意見交換会を閉会いたします。ど

うもお疲れ様でございました。ありがとうございました。 

 


